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は
じ
め
に

　

梁
啓
超
『
清
代
学
術
概
論
』
や
支
偉
成
『
清
代
樸
学
大
師
列
伝
』
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
清
代
の
今
文
学
派
は
「
微
言
大
義
」
な
る
も
の
の
闡
明

に
努
め
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
語
は
『
漢
書
』
芸
文
志
お
よ
び
同
劉
歆
伝
を

出
典
と
す
る
も
の
で
、
端
的
に
言
え
ば
、
孔
子
や
そ
の
高
弟
た
ち
の
教
え

を
意
味
す
る（

１
）。
そ
し
て
、
梁
啓
超
ら
の
指
摘
通
り
、
微
言
大
義
の
語
は
今

文
学
者
の
著
作
中
に
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
、
そ
の
具
体

的
な
定
義
と
し
て
従
来
し
ば
し
ば
援
用
さ
れ
て
き
た
の
が
、
清
末
湖
南
の

今
文
学
者
、
皮
錫
瑞
（
一
八
五
〇
～
一
九
〇
八
）
の
説
で
あ
る
。

　

皮
錫
瑞
は
晩
年
の
著
作
『
経
学
通
論
』
に
お
い
て
、
経
書
の
一
つ
『
春

秋
』
に
込
め
ら
れ
た
微
言
大
義
の
内
容
を
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
説
は

古
今
・
内
外
を
通
じ
て
広
く
祖
述
さ
れ
て
お
り
、
目
下
、
微
言
大
義
に
関

す
る
言
説
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る（

２
）。
そ
の
一
方
で
、
皮

錫
瑞
の
説
そ
れ
自
体
を
対
象
と
し
た
考
察
は
、
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
い
ま

ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
文
学
者
が
広
く
微
言
大
義
を
標
榜
し
た
の
で

あ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
必
ず
や
学
者
ご
と
の
相
違
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ

の
点
に
着
目
し
て
こ
そ
、
各
々
の
今
文
学
者
の
特
徴
や
、
延
い
て
は
今
文

学
の
思
想
史
的
展
開
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
は
、
そ
の

た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
皮
錫
瑞
説
成
立
の
背
景
や
過
程
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
、
そ
の
相
対
化
を
試
み
る
も
の
で
あ
る（

３
）。

一
　
皮
錫
瑞
説
の
整
理

　

『
春
秋
』
の
微
言
大
義
に
関
す
る
皮
錫
瑞
の
説
は
、そ
の
『
経
学
通
論
』

の
う
ち
、
春
秋
部
分
の
冒
頭
一
条
に
記
さ
れ
て
い
る（

４
）。

内
容
か
ら
分
析
す

れ
ば
、
本
条
は
二
分
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
、
前
半
と
後
半
と

で
項
を
分
け
て
そ
の
内
容
を
確
認
し
、
い
く
つ
か
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ

と
と
し
た
い
。

（
一
）
微
言
大
義
の
定
義
と
『
孟
子
』

　

ま
ず
は
前
半
部
分
。
本
条
の
冒
頭
で
、
皮
錫
瑞
は
『
春
秋
』
に
大
義
と

微
言
と
二
つ
の
要
素
が
含
ま
れ
る
と
し
て
両
者
を
区
別
す
る
と
と
も
に
、

各
々
の
定
義
を
簡
潔
に
示
す
。

　
　

�

『
春
秋
』
に
大
義
有
り
、
微
言
有
り
。
所
謂
大
義
な
る
者
は
、
乱
賊

皮
錫
瑞
の
「
微
言
大
義
」
説
に
つ
い
て

吉　
　

田　
　
　
　
　

勉



－　 －58

を
誅
討
し
て
以
て
後
世
を
戒
む
る
、
是
れ
な
り
。
所
謂
微
言
な
る
者

は
、
法
制
を
改
立
し
て
以
て
太
平
を
致
す
、
是
れ
な
り
。

　

そ
の
上
で
「
此
れ
『
孟
子
』
に
在
り
て
已
に
之
を
明
言
す
」
と
し
て
、

こ
の
定
義
の
根
拠
と
な
る
『
孟
子
』
の
記
述
を
二
つ
引
用
す
る
。
そ
の
一

つ
は
滕
文
公
下
篇
の
次
の
箇
所
。

　
　

世
衰
へ
道
微
に
し
て
、
邪
説
暴
行
、
又
た
作
る
。
臣
に
し
て
其
の
君

を
弑
す
る
者
、
之
れ
有
り
、
子
に
し
て
其
の
父
を
弑
す
る
者
、
之
れ

有
り
。
孔
子
懼
れ
、『
春
秋
』
を
作
る
。『
春
秋
』
は
、
天
子
の
事
な

り
。
是
の
故
に
孔
子
曰
は
く
、
我
を
知
る
者
は
其
れ
惟
だ
『
春
秋
』

か
、
我
を
罪
す
る
者
は
其
れ
惟
だ
『
春
秋
』
か
。

い
ま
一
つ
は
離
婁
下
篇
の
次
の
一
章
。

　
　

王
者
の
迹
熄
み
て
『
詩
』
亡
び
、『
詩
』
亡
び
て
然
る
後
に
『
春
秋
』

作
る
。
晋
の
乗
、
楚
の
檮
杌
、
魯
の
春
秋
は
、
一
な
り
。
其
の
事
は

則
ち
斉
桓
・
晋
文
、
其
の
文
は
則
ち
史
。
孔
子
曰
は
く
、
其
の
義
は

則
ち
丘
、
窃
か
に
之
を
取
る
。

各
々
の
引
用
の
下
に
は
、
こ
れ
ら
『
孟
子
』
の
文
章
に
対
す
る
趙
岐
と
朱

子
の
注
も
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
後
半
部
分
に
お
け
る
論
証
の
材
料

と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
『
孟
子
』
の
記
述
と
微
言
・
大
義
と
の
関
係
を
、
次
の

よ
う
に
整
理
す
る
。

　
　

孔
子
、
君
を
弑
し
父
を
弑
す
る
を
懼
れ
て
『
春
秋
』
を
作
る
。「『
春

秋
』
成
り
て
乱
臣
賊
子
懼
る
」
は
是
れ
『
春
秋
』
の
大
義
な
り
。「
天

子
の
事
」「
我
を
知
り
我
を
罪
す
」「
其
の
義
は
窃
か
に
取
る
」
は
是

れ
『
春
秋
』
の
微
言
な
り
。
大
義
は
顕
に
し
て
見
易
く
、
微
言
は
隠

に
し
て
明
ら
か
に
し
難
し
。
孔
子
、
人
の
知
ら
ざ
る
を
恐
る
。
故
に

自
ら
其
の
旨
を
明
ら
か
に
せ
ざ
る
を
得
ず
。

　

以
上
が
本
条
の
前
半
部
分
に
相
当
す
る
箇
所
だ
が
、
こ
こ
か
ら
読
み
取

れ
る
の
は
、
皮
錫
瑞
が
微
言
と
大
義
を
区
別
し
つ
つ
、『
孟
子
』
の
記
述

に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
定
義
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
『
孟
子
』
に
よ
る
定

義
と
い
う
点
は
、
皮
説
の
特
徴
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
よ
う
。

（
二
）『
孟
子
』
と
公
羊
家
説
と
の
合
致

　

後
半
に
か
け
て
は
、
孟
子
と
『
公
羊
伝
』
と
の
関
係
を
述
べ
る
次
の
一

段
を
起
点
に
、『
孟
子
』
と
公
羊
家
の
説
と
の
合
致
を
論
証
す
る
。

　
　

「
其
の
事
は
則
ち
斉
桓
・
晋
文
」
の
一
節
は
、
亦
た
『
公
羊
』
昭
十

二
年
伝
に
見
え
、大
同
小
異
な
り（

５
）。
孟
子
の
『
春
秋
』
の
学
、『
公
羊
』

と
同
一
の
師
承
な
る
を
見
る
に
足
る
。
故
に
其
の
微
言
を
表
章
す
る

こ
と
、
深
く
『
公
羊
』
の
旨
を
得
。

 

孟
子
と
『
公
羊
伝
』
と
は
同
一
の
師
承
に
属
す
る
と
し
た
上
で
、
後
半

で
は
専
ら
微
言
、
す
な
わ
ち
、
先
の
定
義
で
言
え
ば
「
法
制
を
改
立
し
て

以
て
太
平
を
致
す
」
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
、
両
者
の
合
致
を
論
証
し
て

い
く
。
な
お
、
こ
の
微
言
の
内
容
は
、
公
羊
家
の
言
う
素
王
説
な
る
も
の

に
相
当
す
る
と
言
え
る（

６
）。

　

こ
こ
で
両
者
の
合
致
を
説
く
根
拠
と
な
る
の
が
、
前
半
部
分
に
す
で
に

引
用
さ
れ
て
い
た
趙
岐
と
朱
子
の
注
で
あ
る
。
趙
岐
は
『
孟
子
』
に
注
す

る
に
当
た
っ
て
「
素
王
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
以
下
に
見
る
よ
う
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に
、
皮
錫
瑞
が
「
趙
岐
は
漢
人
に
し
て
、
其
の
時
『
公
羊
』
通
行
す
」
と

指
摘
す
る
通
り
、
こ
れ
は
正
し
く
漢
代
に
流
行
し
た
公
羊
家
説
に
基
づ
く

注
だ
と
言
え
る
が
、
皮
錫
瑞
は
さ
ら
に
、
趙
岐
ば
か
り
で
な
く
朱
子
の
注

も
、
胡
安
国
『
春
秋
伝
』
を
引
用
し
つ
つ
素
王
説
と
同
一
の
内
容
を
説
い

て
い
る
と
い
う
。

　
　

朱
子
の
注
に
引
く
『
胡
伝
』
も
、亦
た
『
公
羊
』
の
素
王
説
と
合
す
。

…
…
『
胡
伝
』
に
曰
は
く
「
其
の
位
無
く
し
て
南
面
の
権
に
託
す
」

と
。
此
れ
素
王
の
説
と
、
以
て
異
な
る
こ
と
有
ら
ん
か
、
以
て
異
な

る
こ
と
無
か
ら
ん
か
。
趙
岐
は
漢
人
に
し
て
、
其
の
時
『
公
羊
』
通

行
す
れ
ば
、
岐
、
引
き
て
以
て
『
孟
子
』
に
注
す
る
は
、
固
よ
り
怪

し
む
に
足
る
こ
と
無
し
。
朱
子
の
若
き
は
宋
人
に
し
て
、其
の
時『
公

羊
』
は
久
し
く
絶
学
と
成
り
、
朱
子
も
亦
た
『
公
羊
』
を
墨
守
す
る

者
に
非
ず
。
胡
安
国
『
春
秋
伝
』
は
、
朱
子
、
亦
た
深
く
信
ぜ
ざ
る

も
、
而
れ
ど
も
此
の
注
に
於
い
て
、『
胡
伝
』
を
引
き
て
説
を
為
さ

ざ
る
能
は
ざ
る
は
、
誠
に
『
孟
子
』
の
義
は
本
よ
り
是
く
の
如
く
、

是
く
の
如
か
ら
ざ
れ
ば
則
ち
『
孟
子
』
を
解
し
て
通
ず
る
能
は
ざ
る

を
以
て
な
り
。

『
公
羊
伝
』
が
絶
学
状
態
に
あ
っ
た
宋
人
の
説
で
さ
え
も
素
王
説
に
合
致

す
る
な
ら
ば
、『
孟
子
』
の
記
述
は
、
公
羊
家
の
素
王
説
と
合
致
す
る
も

の
と
し
て
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
後
半
部
分
の
記
述
か
ら
は
、
趙
岐
・
朱
子
の
注
を
根
拠
と
し
て
、

『
孟
子
』
と
公
羊
家
の
素
王
説
と
の
合
致
を
論
証
す
る
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。
つ
ま
り
、
趙
注
・
朱
注
に
よ
っ
て
、
自
身
の
微
言
に
対
す
る
定
義
が

臆
説
で
は
な
い
こ
と
を
論
証
す
る
の
だ
が
、
こ
の
点
も
皮
説
の
特
徴
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
よ
う
。

　

改
め
て
整
理
す
る
な
ら
ば
、
皮
錫
瑞
の
説
に
は
、
第
一
に
『
孟
子
』
の

記
述
に
よ
っ
て
『
春
秋
』
の
微
言
大
義
を
定
義
す
る
こ
と
、
第
二
に
『
孟

子
』
の
趙
岐
注
・
朱
子
注
を
根
拠
と
し
て
微
言
に
対
す
る
定
義
を
論
証
す

る
こ
と
、
と
い
う
二
つ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
皮
錫
瑞
が
引
用
す
る
『
孟
子
』
の
文
章
は
、『
春
秋
』
に
関

す
る
記
述
と
し
て
周
知
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
注
目
す

る
こ
と
は
、
何
ら
異
と
す
る
に
足
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
本
稿
冒
頭
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
微
言
大
義
と
い
う
語
が
今
文

学
派
に
よ
っ
て
唱
道
さ
れ
た
事
実
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
語
に
よ
っ

て
『
孟
子
』
の
記
述
を
再
解
釈
す
る
点
に
、
皮
錫
瑞
の
今
文
学
者
と
し
て

の
立
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
右
に
指
摘
し
た

特
徴
を
、
彼
の
生
き
た
清
末
の
湖
南
と
い
う
時
間
・
空
間
に
還
元
し
て
捉

え
直
す
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
、
か
か
る
説
を
唱
え
る
に
至
っ
た
必
然
的
な

背
景
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
経
学
通
論
』
は
皮
錫
瑞
晩
年

の
著
作
で
あ
る
。
こ
の
晩
年
定
論
が
い
か
な
る
経
緯
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

の
か
、
次
に
清
末
湖
南
の
学
術
界
と
の
関
聯
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
と
し
た

い
。

二
　
皮
錫
瑞
と
清
末
湖
南
の
学
術
界

　

光
緒
二
十
四
年
（
一
八
九
八
）、
す
な
わ
ち
戊
戌
の
年
は
、
康
有
為
を

中
心
に
新
政
が
試
み
ら
れ
、
や
が
て
そ
れ
が
挫
折
し
た
年
と
し
て
知
ら
れ
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る
が
、
こ
の
戊
戌
の
政
変
に
先
駆
け
て
、
湖
南
で
も
変
法
派
と
保
守
派
の

対
立
が
尖
鋭
化
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

７
）。
こ
こ
で
は
、
両
派
の
代
表

的
人
物
と
も
言
え
る
梁
啓
超
と
葉
徳
輝
と
を
取
り
上
げ
て
、
彼
ら
と
皮
錫

瑞
と
の
交
流
か
ら
、
皮
説
の
背
景
と
な
る
時
代
状
況
を
確
認
し
た
い
。

（
一
）
時
務
学
堂
と
梁
啓
超

　

梁
啓
超
（
字
は
卓
如
。
一
八
七
三
～
一
九
二
九
）
は
、
師
の
康
有
為
と

並
ん
で
「
康
梁
」
と
も
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
変
法
運
動
の
中
心
的
人
物
と

言
え
る
存
在
だ
が
、
皮
錫
瑞
は
地
元
湖
南
の
長
沙
に
お
い
て
、
こ
の
梁
啓

超
と
交
流
を
持
っ
て
い
る
。
梁
啓
超
自
身
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
上

海
で
『
時
務
報
』
を
拠
点
に
師
説
の
喧
伝
に
努
め
て
い
た
彼
が
、
は
る
ば

る
長
沙
へ
と
や
っ
て
来
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
る
。

　
　

已
に
し
て
嗣
同
は
黄
遵
憲
・
熊
希
齢
等
と
、
時
務
学
堂
を
長
沙
に
設

け
、
啓
超
を
聘
し
て
講
席
に
主
た
ら
し
め
、
唐
才
常
等
を
助
教
と
為

す
。
啓
超
至
り
、『
公
羊
』『
孟
子
』
を
以
て
教
へ
、
課
す
る
に
箚
記

を
以
て
す（

８
）。

　

梁
啓
超
は
、
湖
南
出
身
の
同
学
、
譚
嗣
同
や
、
黄
遵
憲
・
熊
希
齢
ら
同

地
の
官
吏
の
求
め
に
応
じ
て
、
長
沙
に
新
設
さ
れ
た
時
務
学
堂
に
赴
い
た

の
だ
と
い
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
梁
啓

超
が
時
務
学
堂
に
お
い
て
主
に
『
公
羊
伝
』
と
『
孟
子
』
を
講
じ
た
こ
と

で
、
こ
の
こ
と
は
、
先
に
整
理
し
た
皮
錫
瑞
説
の
特
徴
と
関
わ
る
も
の
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
両
者
の
関
係
は
、
か
か
る
皮
相
の
レ
ベ
ル
に

止
ま
ら
な
い
。
皮
錫
瑞
は
早
速
、
梁
啓
超
と
交
流
を
持
っ
た
よ
う
で
、
そ

の
日
記
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　

学
堂
に
到
り
て
卓
如
に
見
え
、
略
ぼ
『
春
秋
』
の
学
を
談
ず
。
彼
、

即
ち
堂
に
升
り
て
講
学
す
。
窃
か
に
数
語
を
聴
く
に
、是
れ『
孟
子
』

の
中
の
告
子
・
子
莫
の
学
術
を
説
く
。学
生
は
筆
を
執
り
て
録
記
し
、

加
ふ
る
に
発
明
を
以
て
す
。
予
謂
へ
ら
く
、
後
世
、
士
を
取
る
こ
と

有
り
て
、
士
を
教
ふ
る
法
無
し
。
此
く
の
如
く
に
し
て
方は

じ

め
て
是
れ

教
へ
な
り（

９
）。

　

皮
錫
瑞
は
時
務
学
堂
に
お
け
る
梁
啓
超
の
教
育
を
絶
賛
す
る
の
で
あ
る

が
、
そ
こ
で
は
確
か
に
『
孟
子
』
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
し
、
両
者
は
『
春

秋
』
に
つ
い
て
も
直
接
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
梁
啓
超
に
は
、

時
務
学
堂
に
お
い
て
『
孟
子
』
と
『
春
秋
』
を
い
か
に
読
む
か
の
綱
領
を

示
し
た
「
読
孟
子
界
説
」「
読
春
秋
界
説
」
な
る
文
章
が
あ
る
が

（
（1
（

、
皮
錫

瑞
は
本
人
か
ら
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
、
日
記
に
も
そ
の
一
部
を
抄
録
し
て

い
る
。

　
　

梁
卓
如
、
箸
す
所
の
「
読
春
秋
界
説
」
一
巻
を
送
り
て
見
示
す
。
公

羊
家
の
言
を
発
明
す
。
其
の
精
な
る
者
に
云
ふ
「
…
…
。」
梁
氏
の

文
筆
甚
だ
暢と

ほ

る
。
予
を
し
て
之
を
為
ら
し
む
れ
ば
、
此
く
の
如
く
透

徹
な
る
能
は
ず
。
才
力
の
相
ひ
去
る
こ
と
遠
し

（
（1
（

。

た
だ
、
な
お
も
意
に
満
た
な
い
部
分
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
数
日
後
の
日
記

に
は
次
の
よ
う
に
云
う
。

　
　

前
に
卓
如
の
「
読
春
秋
界
説
」
を
観
る
に
、
予
が
意
、
尚
ほ
未
だ
尽

く
さ
ざ
る
有
り
。
再
び
『
春
秋
義
説
』
を
作
り
、
互
ひ
に
相
ひ
発
明

し
、
撰
し
て
一
篇
を
成
さ
ん
こ
と
を
擬
す

（
（1
（

。
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
皮
錫
瑞
は
梁
啓
超
の
「
読
春
秋
界
説
」
に
啓
発
さ
れ

て
、
自
ら
『
春
秋
義
説
』
な
る
著
作
の
執
筆
を
試
み
た
と
い
う
。
実
際
に

日
記
に
徴
し
て
も
、
こ
の
後
一
ヶ
月
ほ
ど
の
間
、
彼
が
そ
の
執
筆
に
取
り

か
か
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
こ
の
『
春
秋
義
説
』
は
現
在
、
伝
わ
ら

な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
現
存
す
る
著
作
か
ら
見
て
も
、
皮
錫
瑞
が
「
読
春

秋
界
説
」
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
認
め
ら
れ
る
。
例
え

ば
「
読
春
秋
界
説
」
の
第
一
条
「『
春
秋
』
為
孔
子
改
定
制
度
以
教
万
世

之
書
」
で
は
、
孔
子
が
『
春
秋
』
を
著
し
た
こ
と
を
黄
宗
羲
の
『
明
夷
待

訪
録
』
等
に
比
擬
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

既
に
已
に
用
ゐ
ら
れ
ざ
れ
ば
、
則
ち
空
文
を
垂
れ
て
以
て
来
者
を
待

ち
、
亦
た
其
の
平
日
の
懐
く
所
の
者
に
本
づ
き
て
之
を
著
す
は
、
又

た
何
ぞ
異
と
す
る
に
足
ら
ん
や
。
黄
梨
洲
に
『
明
夷
待
訪
録
』
有
る

は
、
黄
氏
の
改
制
な
り
。
王
船
山
に
『
黄
書
』
有
り
『
噩
夢
』
有
る

は
、
王
氏
の
改
制
な
り
。
馮
林
一
に
『
校
邠
廬
抗
議
』
有
る
は
、
馮

氏
の
改
制
な
り
。
凡
そ
士
大
夫
の
書
を
読
み
て
心
得
有
る
者
は
、
当

時
の
制
度
に
未
だ
善
か
ら
ざ
る
処
有
る
を
覚
ゆ
る
毎
に
、
以
て
之
を

変
通
す
る
こ
と
有
ら
ん
と
思
ふ
。
此
れ
最
も
尋
常
の
事
な
り
。
孔
子

の
『
春
秋
』
を
作
る
も
、
亦
た
猶
ほ
是
く
の
ご
と
き
の
み
。
夫
れ
梨

洲
・
船
山
・
林
一
の
能
く
為
す
所
の
者
を
以
て
し
て
、
必
ず
我
が
孔

子
の
之
を
為
す
を
許
さ
ざ
る
は
、
此
れ
何
の
理
ぞ
や
。

　

梁
啓
超
は
、
孔
子
も
ま
た
後
世
の
黄
宗
羲
ら
と
同
じ
く
、
自
身
の
理
想

を
託
す
手
段
と
し
て
『
春
秋
』
を
著
し
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
同

様
の
記
述
は
皮
錫
瑞
の
著
作
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

所
謂
改
制
と
は
、
猶
ほ
今
人
の
変
法
と
言
ふ
が
ご
と
き
の
み
。
法
は

積
む
こ
と
久
し
く
し
て
必
ず
変
ず
。
志
有
る
の
士
は
、
世
に
用
ゐ
ら

れ
ざ
れ
ば
、
書
を
著
し
て
説
を
立
て
、
其
の
変
ぜ
ん
と
欲
す
る
所
の

法
を
以
て
後
世
に
伝
へ
ん
と
思
ひ
、
其
の
実
に
行
は
る
る
を
望
ま
ざ

る
は
莫
し
。
周
・
秦
の
諸
子
よ
り
、
以
て
近
ご
ろ
の
船
山
・
亭
林
・

梨
洲
・
桴
亭
の
諸
公
に
及
ぶ
ま
で
皆
然
り
。
亭
林
の
『
日
知
録
』
に

明
ら
か
に
云
ふ
「
言
を
立
つ
る
は
一
時
の
為
な
ら
ず
」
と
。
船
山
の

『
黄
書
』『
噩
夢
』
は
、
読
む
者
、
未
だ
嘗
て
其
の
僭
妄
を
疑
は
ず
。

何
ぞ
独
り
孔
子
の
『
春
秋
』
に
於
い
て
、
反
り
て
僭
妄
を
以
て
之
を

疑
は
ん

（
（1
（

。

　

両
者
を
比
較
す
れ
ば
、論
述
の
主
旨
は
も
と
よ
り
、王
夫
之
の
『
黄
書
』

『
噩
夢
』
を
引
き
合
い
に
出
す
と
こ
ろ
な
ど
「
読
春
秋
界
説
」
か
ら
の
影

響
は
歴
然
と
し
て
い
る
と
言
え
る
。
な
お
同
様
の
記
述
は
、
湖
南
学
政
の

徐
仁
鋳
が
著
し
た
『
輶
軒
今
語
』
に
も
見
ら
れ
る

（
（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
梁
啓

超
の
説
が
当
時
の
湖
南
に
お
い
て
拡
が
り
を
見
せ
て
い
る
こ
と
や
、
皮
錫

瑞
が
そ
の
梁
啓
超
か
ら
啓
発
と
影
響
を
受
け
て
い
る
事
実
か
ら
推
せ
ば
、

皮
錫
瑞
が
『
孟
子
』
と
公
羊
家
説
と
に
着
目
し
た
背
景
に
は
、
梁
啓
超
の

存
在
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
梁
啓
超
が
湖
南
に
滞
在
し
た

の
は
、
光
緒
二
十
三
年
の
冬
か
ら
翌
二
十
四
年
の
年
初
に
か
け
て
の
僅
か

な
期
間
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
の
交
流
は
、
皮
錫
瑞
の
「
微
言
大
義
」
説

に
と
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
二
）
南
学
会
講
義
と
葉
徳
輝

　

年
が
明
け
て
光
緒
二
十
四
年
に
な
る
と
、
皮
錫
瑞
は
変
法
派
の
巡
撫
陳

宝
箴
ら
が
開
設
し
た
南
学
会
の
学
長
に
推
挙
さ
れ
、
講
学
を
担
当
す
る
こ

と
と
な
っ
た

（
（1
（

。
こ
の
南
学
会
で
の
講
義
の
中
に
は
、『
孟
子
』
を
引
用
し

つ
つ
『
春
秋
』
の
性
質
を
説
い
た
も
の
が
あ
り
、
実
際
に
当
時
か
ら
梁
啓

超
に
共
鳴
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、
梁
啓
超
ら
に

反
対
す
る
葉
徳
輝
か
ら
は
、
こ
れ
に
対
し
て
強
い
批
判
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
。
次
に
こ
の
こ
と
を
確
認
し
よ
う
。

　

皮
錫
瑞
は
、南
学
会
に
お
い
て
前
後
十
二
回
の
講
義
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
三
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
第
八
次
講
義
は
、
当
日
の
日
記
に
自

ら
「『
春
秋
』
の
大
義
を
説
く
」
と
記
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、

前
節
で
整
理
し
た
『
経
学
通
論
』
の
説
に
類
似
す
る
内
容
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
皮
錫
瑞
の
南
学
会
第
八
次
講
義
に
云
う
。

　
　

孟
子
、
公
孫
丑

（
（1
（

の
問
ふ
に
答
ふ
る
に
「
孔
子
、『
春
秋
』
を
成
し
て

乱
臣
賊
子
、
懼
る
」
を
以
て
、
禹
の
洪
水
を
抑
へ
、
周
公
の
夷
狄
を

兼
ね
猛
獣
を
駆
る
の
功
と
並
び
称
す
。
又
た
「
孟
子
曰
は
く
、
人
の

禽
獣
に
異
な
る
所
以
の
者
は
幾
ど
希
な
り
」
以
下
四
章
は
、
文
義
一

貫
し
、「
舜
、
庶
物
に
明
ら
か
」
よ
り
以
下
、
禹
・
湯
・
文
・
武
・

周
公
を
歴
挙
し
、
遂
に
孔
子
の
『
春
秋
』
を
作
る
に
及
び
、
終
ふ
る

に
「
予
、
未
だ
孔
子
の
徒
と
為
る
を
得
ざ
る
な
り
。
予
、
私
か
に
諸

を
人
に
淑
く
す
る
な
り
」
云
云
を
以
て
し
、
亦
た
孔
子
、『
春
秋
』

を
作
る
を
以
て
、
舜
・
禹
の
諸
聖
人
と
並
び
称
す
。
朱
子
の
注
に
曰

は
く
「
此
れ
上
章
の
群
聖
を
歴
叙
す
る
を
承
け
、
因
り
て
孔
子
の
事

を
以
て
之
を
継
ぐ
。
而
し
て
孔
子
の
事
は
、『
春
秋
』
よ
り
大
な
る

は
莫
し
。
故
に
特
に
之
を
言
ふ
」
と
。
是
れ
朱
子
、
此
の
数
章
を
以

て
一
気
の
説
と
作
し
、緯
書
の
云
ふ
所
の
「
志
は
『
春
秋
』
に
在
り
」

公
羊
家
の
云
ふ
所
の
『
春
秋
』
素
王
と
符
節
を
合
す
る
が
若
し
。

…
…
朱
子
、『
孟
子
』
に
注
し
て
曰
は
く
「
孔
子
を
罪
す
と
は
、
以

謂
へ
ら
く
其
の
位
無
く
し
て
二
百
四
十
年
南
面
の
権
に
託
す
」
と
。

「
其
の
位
無
し
」
は
即
ち
素
王
な
り
。「
二
百
四
十
年
南
面
の
権
に

託
す
」
は
即
ち
王
を
魯
に
託
す
る
な
り
。
学
者
、
緯
書
・『
公
羊
』

を
信
ぜ
ず
し
て
、
亦
た
将
た
並
び
に
孟
子
・
朱
子
を
信
ぜ
ざ
ら
ん

や
（
（1
（

。

　

こ
こ
で
は
『
孟
子
』
滕
文
公
下
篇
及
び
離
婁
下
篇
の
記
述
を
引
用
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
朱
子
の
注
を
も
引
き
な
が
ら
、『
孟
子
』

の
記
述
が
公
羊
家
の
素
王
説
と
合
致
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。つ
ま
り
、

こ
こ
に
は
微
言
大
義
と
い
う
語
こ
そ
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
説
く

と
こ
ろ
は
、
先
に
見
た
『
経
学
通
論
』
の
説
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
言
っ
て

よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
南
学
会
第
八
次
講
義
は
、『
経
学
通
論
』
の

説
の
形
成
過
程
を
探
る
に
当
た
っ
て
も
、
そ
の
萌
芽
的
な
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
当
時
、
こ
の
よ
う
な
皮
錫
瑞
の
言
論
に
対
し
て
強
い
異

議
を
唱
え
た
の
が
葉
徳
輝
（
字
は
煥
彬
。
一
八
六
四
～
一
九
二
七
）
で
あ

る
（
（1
（

。
こ
の
講
義
の
約
一
ヶ
月
後
、
閏
三
月
二
十
九
日
の
日
記
に
、
皮
錫
瑞

は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

葉
煥
彬
の
書
の
、
山
膏
の
罵
る
を
好
む
が
如
き
も
の
、
及
び
刻
す
る



－　 －63

所
の
『
輶
軒
今
語
評
』
に
接
す
。
此
の
人
、
此
く
の
如
き
の
陋
な
る

を
料
ら
ず
。
中
間
に
大
な
る
笑
話
多
し
。
何
ぞ
苦
し
む
こ
と
乃
ち
爾

る
。
是
の
日
は
時
務
学
堂
の
月
課
に
し
て
、
欧
・
韓
・
葉
の
三
君
、

秉
三
・
紱
丞
、
皆
、
此
こ
に
到
る
。
同
じ
く
其
の
書
を
閲
る
に
、
之

を
哂
は
ざ
る
莫
し
。

　

こ
の
日
、
葉
徳
輝
の
抗
議
の
書
信
と
そ
の
著
作
『
輶
軒
今
語
評
』
を
受

け
取
っ
た
皮
錫
瑞
は
、
時
務
学
堂
教
習
の
欧
榘
甲
・
韓
文
挙
・
葉
覚
邁
、

そ
れ
に
熊
希
齢
や
唐
才
常
ら
と
と
も
に
、
そ
れ
を
一
笑
に
付
し
て
い
る
。

こ
の
『
輶
軒
今
語
評
』
は
、
前
出
の
徐
仁
鋳
『
輶
軒
今
語
』
に
反
駁
す
べ

く
、
葉
徳
輝
が
一
条
ご
と
に
評
語
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
徐
仁
鋳
は
経

学
・
史
学
・
諸
子
学
・
宋
学
の
四
部
門
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か

の
条
目
を
掲
げ
て
諸
学
の
綱
領
を
略
述
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
経
学
の

第
一
条
に
は
「
経
学
当
求
微
言
大
義
、
勿
為
考
据
訓
詁
所
困
」
と
題
し
て

い
る
。
煩
瑣
な
考
証
を
捨
て
て
、
前
漢
の
学
者
に
淵
源
す
る
微
言
大
義
の

学
に
帰
る
こ
と
を
提
唱
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
葉
徳
輝
の
評

語
は
以
下
の
通
り
。

　
　

外
患
日
〻
に
迫
り
、
凡
そ
学
術
・
経
済
を
空
談
す
る
者
は
、
同
じ
く

無
用
に
帰
す
。
未
だ
微
言
大
義
の
致
用
の
、
即
ち
能
く
考
据
訓
詁
に

勝
る
を
見
ず
。
特
だ
微
言
大
義
は
以
て
近
事
に
比
傅
す
べ
し
。
故
に

此
れ
を
藉
り
て
以
て
其
の
私
を
行
ふ
。
此
れ
則
ち
西
漢
の
諸
儒
、
聞

き
て
痛
哭
流
涕
す
る
者
な
り
。

す
な
わ
ち
、
康
有
為
ら
現
今
の
今
文
学
者
が
標
榜
す
る
微
言
大
義
は
附
会

に
過
ぎ
な
い
と
断
ず
る
の
で
あ
る
。
徐
仁
鋳
『
輶
軒
今
語
』
は
、
こ
の
他

に
『
公
羊
伝
』
や
『
孟
子
』
を
学
ぶ
べ
き
こ
と
も
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、

葉
徳
輝
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
も
一
つ
一
つ
反
駁
を
加
え
て
い
る

（
（1
（

。

　

こ
う
し
た
『
輶
軒
今
語
評
』
の
記
述
に
対
す
る
不
満
か
ら
、
皮
錫
瑞
は

葉
徳
輝
に
書
信
を
送
っ
て
、
次
の
よ
う
に
非
難
す
る
。

　
　

大
箸
は
康
氏
の
学
を
悪
む
に
因
り
て
、並
び
に
怒
り
を
古
人
に
遷
し
、

『
孟
子
』
を
詆
り
、『
公
羊
』
を
詆
る

（
（2
（

。

こ
の
皮
錫
瑞
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
、
葉
徳
輝
か
ら
弁
解
の
書
信
が
届
け

ら
れ
る
と
、
皮
錫
瑞
は
再
び
日
記
の
中
に
返
信
の
原
稿
を
記
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　

弟
、
初
め
て
講
学
す
る
に
、
公
に
『
孟
子
』『
公
羊
』
を
言
ふ
こ
と

勿
れ
の
教
へ
有
る
を
承
く
る
も
、
而
れ
ど
も
其
の
後
、
略
ぼ
之
に
及

ば
ざ
る
能
は
ざ
る
は
、
此
れ
意
有
り
て
公
と
背
馳
す
る
に
非
ず
。
実

に
学
会
の
講
ず
る
所
は
民
智
を
開
く
に
在
り
て
、
聴
く
者
は
人
、
雑

に
し
て
多
く
、
必
ず
此
く
の
如
く
に
し
て
乃
ち
孔
教
を
推
尊
し
て
変

法
の
説
を
引
伸
す
べ
き
を
以
て
な
り

（
（2
（

。

　

葉
徳
輝
は
、
梁
啓
超
や
そ
の
師
の
康
有
為
が
『
孟
子
』『
公
羊
伝
』
を

顕
彰
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
お
り
、
皮
錫
瑞
も
そ
の
こ
と
を
承
知
し
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
皮
錫
瑞
は
そ
れ
で
も
な
お
、
南
学
会
に
お
い
て
は
自
身

の
信
念
か
ら
、断
乎
と
し
て『
孟
子
』『
公
羊
』の
学
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。

　

右
の
よ
う
な
清
末
湖
南
の
学
術
界
の
状
況
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
先
に

整
理
し
た
皮
説
の
第
一
の
特
徴
、す
な
わ
ち
『
孟
子
』
に
よ
っ
て
『
春
秋
』

の
微
言
大
義
を
定
義
す
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
梁
啓
超
が
唱
道
し
、
徐
仁

鋳
も
賛
同
し
た
よ
う
な
、
当
地
に
お
け
る
『
孟
子
』『
公
羊
伝
』
の
流
行
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が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
第
二
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
趙
岐
や
朱
子

の
注
を
根
拠
と
し
て
微
言
に
対
す
る
定
義
を
論
証
す
る
こ
と
の
背
景
に

は
、
微
言
大
義
が
附
会
に
外
な
ら
な
い
と
す
る
葉
徳
輝
ら
の
批
判
に
応
え

る
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
経
学
通
論
』
の
説
を
め
ぐ
っ
て
は
、
南
学
会
講
義
を

は
じ
め
と
し
て
、
光
緒
二
十
三
年
か
ら
二
十
四
年
当
時
の
皮
錫
瑞
が
置
か

れ
た
状
況
と
、
そ
れ
に
由
来
す
る
彼
自
身
の
意
図
と
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
と
晩
年
の
『
経
学
通
論
』
と
を

つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
、
い
ま
一
つ
注
目
す
べ
き
著
作
が
あ
る
。
次
節
で
は

こ
の
著
作
に
基
づ
い
て
、
さ
ら
に
皮
錫
瑞
説
の
形
成
過
程
を
た
ど
ろ
う
。

三
　
皮
錫
瑞
説
の
形
成
過
程

　

皮
錫
瑞
は
光
緒
三
十
四
年
に
卒
し
て
い
る
が
、『
経
学
通
論
』
は
そ
の

前
年
、
光
緒
三
十
三
年
に
脱
稿
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
『
経

学
通
論
』に
先
立
っ
て
著
さ
れ
た『
師
伏
堂
春
秋
講
義
』と
い
う
著
作
で
、

そ
こ
に
は
微
言
大
義
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。

　

巻
末
に
附
さ
れ
た
息
子
の
皮
嘉
祐
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、
該
書
は
湖
南
高

等
学
堂
・
湖
南
中
路
師
範
学
堂
・
長
沙
府
中
学
堂
に
お
け
る
皮
錫
瑞
の
講

義
を
、
そ
の
死
後
に
ま
と
め
た
も
の
だ
と
い
う
。
た
だ
し
、
皮
錫
瑞
は
光

緒
二
十
九
年
以
来
こ
れ
ら
の
学
堂
で
教
育
に
携
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
光
緒

三
十
年
八
月
十
八
日
の
日
記
に
「『
春
秋
講
義
』
を
録
す
」
と
あ
る
の
を

は
じ
め
と
し
て
、
以
後
の
日
記
に
は
講
義
原
稿
執
筆
の
記
事
が
散
見
さ
れ

る
か
ら
、『
師
伏
堂
春
秋
講
義
』
は
、
生
前
の
こ
の
時
期
の
説
を
伝
え
る

も
の
と
見
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
該
書
は
上
下
二
巻
か
ら
成
る
が
、

そ
の
う
ち
上
巻
の
第
十
七
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　

蓋
し
『
春
秋
』
に
大
義
有
り
、
微
言
有
り
。
大
義
は
乱
臣
賊
子
を
誅

す
る
に
在
り
、
人
人
、
尽
く
知
る
者
な
り
。
微
言
は
後
王
の
為
に
法

を
立
つ
る
に
在
り
、人
人
、尽
く
は
知
る
能
は
ざ
る
者
な
り
。
孟
子
、

又
た
之
を
明
言
す
。
曰
は
く
「『
春
秋
』
は
、
天
子
の
事
な
り
。
是

の
故
に
孔
子
曰
は
く
、
我
を
知
る
者
は
其
れ
惟
だ
『
春
秋
』
か
、
我

を
罪
す
る
者
は
其
れ
惟
だ
『
春
秋
』
か
」
と
。
趙
岐
の
注
に
「
素
王

の
法
を
設
け
、
天
子
の
事
と
謂
ふ
な
り
」
と
。
…
…
朱
注
の
引
く
胡

氏
曰
は
く
「
孔
子
を
罪
す
と
は
、
以
謂
へ
ら
く
其
の
位
無
く
し
て
二

百
四
十
年
南
面
の
権
に
託
す
」
と
。「
其
の
位
無
し
」「
南
面
の
権
に

託
す
」
は
、正
に
是
れ
空
に
一
王
の
法
を
設
く
る
な
り
。
素
王
は
『
公

羊
』
の
説
に
出
で
、『
孟
子
』
は
『
公
羊
』
と
合
す
。
趙
岐
は
後
漢

の
人
な
れ
ば
、
是
れ
『
公
羊
』
を
習
ふ
者
な
り
。
朱
子
は
宋
人
に
し

て
、『
公
羊
』
を
習
ふ
に
非
ざ
る
も
、
而
れ
ど
も
『
孟
子
』
に
注
す

る
に
胡
安
国
『
春
秋
伝
』
を
引
き
て
以
て
之
を
解
せ
ざ
る
能
は
ず
、

其
の
説
、『
公
羊
春
秋
』
の
素
王
の
義
と
略
ぼ
同
じ
。
此
く
の
如
か

ら
ざ
れ
ば
『
孟
子
』
を
解
す
る
能
は
ざ
る
を
以
て
な
り
。

　

大
義
と
微
言
を
区
別
し
て
各
々
の
定
義
を
明
言
す
る
こ
と
や
、『
孟
子
』

と
そ
の
趙
岐
注
・
朱
子
注
を
引
用
し
て
そ
れ
を
論
証
す
る
点
な
ど
、
先
に

整
理
し
た
『
経
学
通
論
』
の
説
と
の
類
似
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
と
同

時
に
、
南
学
会
第
八
次
講
義
以
来
、
一
貫
し
て
『
孟
子
』
と
そ
の
注
を
重

視
し
て
い
る
こ
と
も
、
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
師
伏
堂
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春
秋
講
義
』
に
は
こ
の
他
に
も
、
専
ら
皮
錫
瑞
の
い
う
大
義
の
方
面
に
つ

い
て
述
べ
た
一
条
も
見
出
さ
れ
る
。
上
巻
の
第
十
二
条
に
云
う
。

　
　

『
左
氏
伝
』を
読
む
に
、先
づ『
春
秋
』経
を
読
む
を
要
す
。『
春
秋
』

経
を
読
む
に
、先
づ
孔
子
、『
春
秋
』を
作
る
の
大
義
を
知
る
を
要
す
。

大
義
、
何
く
に
か
在
る
。
孟
子
、
之
を
明
言
す
。
曰
は
く
「
世
衰
へ

道
微
に
し
て
、
邪
説
暴
行
、
又
た
作
る
。
…
…
孔
子
懼
れ
、『
春
秋
』

を
作
る
」
と
。
孟
子
の
説
に
拠
れ
ば
、
是
れ
孔
子
の
『
春
秋
』
を
作

る
は
、
是
れ
当
時
の
人
の
父
を
無
み
し
君
を
無
み
す
る
を
懼
れ
、
尤

も
人
の
倡
へ
て
父
を
無
み
し
君
を
無
み
す
る
の
邪
説
を
為
し
、乱
賊
、

益
〻
忌
む
所
無
き
を
懼
る
。
…
…
孔
子
、
乱
賊
を
誅
し
、
必
ず
邪
説

を
息
め
ん
と
欲
す
。
故
に
『
春
秋
』
を
作
り
て
以
て
大
義
を
明
ら
か

に
し
、
天
下
を
し
て
乱
臣
賊
子
は
人
人
得
て
之
を
誅
す
る
を
知
り
、

自
ら
容
る
る
所
無
く
し
て
懼
れ
し
む
。
此
れ
孔
子
の
『
春
秋
』
を
成

す
こ
と
、
禹
の
洪
水
を
抑
へ
、
周
公
の
夷
狄
を
兼
ね
猛
獣
を
駆
る
の

功
に
比
す
べ
く
、
孟
子
、
以
て
天
下
の
一
治
と
為
す
所
以
な
り
。
然

ら
ば
則
ち
孔
子
の
空
言
を
以
て
世
に
垂
れ
、万
世
の
師
表
と
為
る
は
、

首
め
に
『
春
秋
』
一
書
に
在
り
。
故
に
孟
子
、
又
た
舜
・
禹
・
湯
・

文
・
武
・
周
公
よ
り
し
て
孔
子
の
『
春
秋
』
を
作
る
を
称
す
。
朱
注

に
「
此
れ
又
た
上
章
に
群
聖
を
歴
叙
す
る
を
承
け
て
、
因
り
て
孔
子

の
事
を
以
て
之
を
継
ぐ
。
而
し
て
孔
子
の
事
は
、『
春
秋
』
よ
り
大

な
る
は
莫
し
。
故
に
特
に
之
を
言
ふ
」と
。『
孟
子
』の
両
処
の
文
は
、

正
に
互
ひ
に
相
ひ
発
明
す
る
な
り
。

　

こ
こ
で
も
や
は
り
、
南
学
会
第
八
次
講
義
を
継
承
し
つ
つ
、
後
の
『
経

学
通
論
』
と
同
様
に
、『
孟
子
』
と
そ
の
朱
子
の
注
を
引
用
し
て
自
説
を

論
証
し
て
い
る
。
こ
の
『
師
伏
堂
春
秋
講
義
』
は
、『
経
学
通
論
』
に
先

ん
じ
て
『
春
秋
』
の
微
言
大
義
を
言
明
し
た
も
の
と
し
て
、
注
目
す
べ
き

著
作
と
言
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
皮
錫
瑞
の
著
名
な
著
作
に
『
経
学
歴
史
』
が
あ
る
が
、
該

書
の
一
部
は
、
や
は
り
湖
南
師
範
館
に
お
け
る
講
義
原
稿
に
基
づ
く
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。
こ
の
よ
う
に
、
旧
稿
に
整
理
を
加
え
て
著
作
を
ま

と
め
る
こ
と
が
、
皮
錫
瑞
の
著
述
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
と
す
る
な
ら
ば
、『
経

学
通
論
』
春
秋
部
分
の
少
な
く
と
も
一
部
は
、『
師
伏
堂
春
秋
講
義
』
を

継
承
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
南
学
会
第
八
次
講
義
を
も
と
に
、

『
師
伏
堂
春
秋
講
義
』
で
は
微
言
大
義
の
定
義
を
加
え
、
こ
れ
を
更
に
整

理
す
る
こ
と
で
、
定
論
と
し
て
の
『
経
学
通
論
』
の
説
が
形
成
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
微
言
大
義
の
定
義
と
し
て
広
く
知
ら
れ
た
皮
錫
瑞
の
説
を

改
め
て
取
り
上
げ
、
そ
の
時
代
背
景
や
形
成
過
程
に
考
察
を
加
え
た
。

　

皮
錫
瑞
の
説
に
は
、『
孟
子
』
に
よ
っ
て
『
春
秋
』
の
微
言
大
義
を
定

義
す
る
こ
と
や
、
そ
の
定
義
を
『
孟
子
』
の
趙
岐
注
・
朱
子
注
に
よ
っ
て

論
証
す
る
と
い
う
特
徴
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
遡
れ
ば
戊

戌
変
法
期
に
お
け
る
梁
啓
超
と
の
交
流
や
、
葉
徳
輝
と
の
論
難
を
想
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
当
時
の
南
学
会
で
の
講
義
は
、
そ
の
後
、

時
間
を
か
け
て
肉
づ
け
さ
れ
、『
師
伏
堂
春
秋
講
義
』
に
至
っ
て
、
今
文
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学
派
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
も
言
う
べ
き
微
言
大
義
の
語
に
結
び
つ
け
ら
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
従
来
、
微
言
大
義
に
関
す
る
言
説
を
代
表
す
る
も
の

と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
皮
錫
瑞
の
説
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の

独
自
の
背
景
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
れ
を
微
言
大

義
に
関
す
る
公
約
数
的
言
説
と
す
る
こ
と
は
、
一
度
、
留
保
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
、
こ
の
説
は
『
春
秋
』
一
経
に
対
す
る
も

の
に
過
ぎ
な
い
。
今
文
学
者
が
微
言
大
義
の
存
在
を
認
め
る
の
は
、
何
も

『
春
秋
』
に
限
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら

（
（2
（

、
そ
の
微
言
大
義
に
関
す
る
言
説

は
、
今
後
、
よ
り
広
い
視
野
で
、
さ
ら
に
個
別
具
体
的
に
検
討
し
直
す
必

要
が
あ
ろ
う
。

注

（
１
）
梁
啓
超
『
清
代
学
術
概
論
』
二
十
二
、
支
偉
成
『
清
代
樸
学
大
師

列
伝
』
常
州
派
今
文
経
学
家
列
伝
叙
目
。
ま
た
『
漢
書
』
芸
文
志
に

「
昔
仲
尼
没
而
微
言
絶
、
七
十
子
喪
而
大
義
乖
」
と
あ
り
、
劉
歆
伝

に
も
ほ
ぼ
同
じ
文
が
見
ら
れ
る
。

（
２
）
狩
野
直
喜
『
春
秋
研
究
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
四
。
原
講
義

一
九
一
一
～
一
九
一
四
）
第
五
章
・
第
九
章
、
小
島
祐
馬
「
公
羊
家

の
三
科
九
旨
説
」（
同
『
中
国
の
社
会
思
想
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
六

七
所
収
。
論
文
初
出
は
一
九
二
〇
）、
阮
芝
生
『
従
公
羊
学
論
春
秋

的
性
質
』（
国
立
台
湾
大
学
文
学
院
、
一
九
六
九
）
第
三
章
、
黄
開

国
『
清
代
今
文
経
学
的
興
起
』（
巴
蜀
書
社
、二
〇
〇
八
）
第
一
章
、

曽
亦
・
郭
暁
東
『
春
秋
公
羊
学
史
』（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二

〇
一
七
）
第
一
章
な
ど
。

（
３
）
黎
漢
基
『『
経
学
通
論
』
辨
証
：
以
皮
錫
瑞
『
春
秋
』
改
制
思
想

為
討
論
起
点
』（
中
央
編
訳
出
版
社
、二
〇
二
〇
）
第
三
章
「〝
微
言
〟

与
〝
大
義
〟
的
分
拆
」
は
、
皮
錫
瑞
説
を
取
り
上
げ
た
貴
重
な
研
究

だ
が
、
皮
錫
瑞
が
論
拠
と
す
る
『
孟
子
』
に
微
言
や
大
義
の
語
が
見

ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
根
拠
に
、皮
説
を
附
会
と
斥
け
る
。
し
か
し
、

こ
の
語
と
今
文
学
派
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
単
な
る
附
会

と
す
る
の
で
は
な
く
、
か
か
る
説
を
唱
え
る
に
至
っ
た
背
景
こ
そ
を

明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

（
４
）『
経
学
通
論
』
春
秋
第
一
条
「
論
『
春
秋
』
大
義
在
誅
討
乱
賊
、

微
言
在
改
立
法
制
、
孟
子
之
言
与
『
公
羊
』
合
、
朱
子
之
注
深
得
孟

子
之
旨
」
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
皮
錫
瑞
の
著
作
の
引
用
は
全
て
呉

仰
湘
編
『
皮
錫
瑞
全
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
）
に
よ
る
。

（
５
）『
公
羊
伝
』
昭
公
十
二
年
に
「『
春
秋
』
之
信
史
也
。
其
序
則
斉
桓
・

晋
文
、
其
会
則
主
会
者
為
之
也
。
其
詞
則
丘
有
罪
焉
耳
」
と
あ
る
。

（
６
）
本
条
の
前
半
部
分
で
、
皮
錫
瑞
は
『
孟
子
』
の
「
天
子
之
事
」
を

微
言
と
し
て
整
理
し
て
い
た
が
、
同
じ
く
『
経
学
通
論
』
春
秋
の
第

四
十
三
条
「
論
宋
五
子
説
『
春
秋
』
有
特
見
、与
孟
子
・『
公
羊
』
合
、

足
正
杜
預
以
後
之
陋
見
謬
解
」
に
「
其
義
在
『
孟
子
』
云
「
天
子
之

事
」、『
公
羊
』
云
「
素
王
改
制
」」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
微
言

＝
天
子
之
事
（『
孟
子
』）
＝
素
王
改
制
（『
公
羊
』）
と
整
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
７
）
小
野
川
秀
美
『
清
末
政
治
思
想
研
究
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
九
。



－　 －67

原
著
初
版
は
一
九
六
九
）
第
五
章
「
戊
戌
変
法
と
湖
南
省
」、
羅
志

田
「
思
想
観
念
与
社
会
角
色
的
錯
位
：
王
先
謙
・
葉
徳
輝
与
戊
戌
前

後
湖
南
新
旧
之
争
」（
同
『
道
出
于
二
：
過
渡
時
代
的
新
旧
之
争
』、

北
京
師
範
大
学
出
版
社
、二
〇
一
四
所
収
。
論
文
初
出
は
一
九
九
八
）

な
ど
。

（
８
）
梁
啓
超
『
清
代
学
術
概
論
』
二
十
五

（
９
）『
皮
錫
瑞
日
記
』
光
緒
二
十
三
年
十
二
月
初
一
日
条

（
10
）
と
も
に
『
湖
南
時
務
学
堂
遺
編
』
所
収

（
11
）『
皮
錫
瑞
日
記
』
光
緒
二
十
三
年
十
一
月
廿
九
日
条

（
12
）『
皮
錫
瑞
日
記
』
光
緒
二
十
三
年
十
二
月
初
三
日
条

（
13
）『
経
学
通
論
』
春
秋
第
七
条
「
論
『
春
秋
』
改
制
猶
今
人
言
変
法
、

損
益
四
代
、
孔
子
以
告
顔
淵
、
其
作
『
春
秋
』
亦
即
此
意
」

（
14
）『
輶
軒
今
語
』
は
、
張
之
洞
の
『
輶
軒
語
』
に
倣
っ
て
、
学
政
の

立
場
か
ら
為
学
の
綱
領
を
示
し
た
も
の
で
、
経
学
・
史
学
・
諸
子

学
・
宋
学
の
四
部
門
か
ら
成
る
。
そ
の
経
学
部
門
の
う
ち
「
経
学
当

先
通
『
春
秋
公
羊
伝
』」
条
に
、
や
は
り
「
読
春
秋
界
説
」
と
同
様

の
記
述
が
見
ら
れ
る
。『
輶
軒
今
語
』は
葉
徳
輝
の
駁
論
を
加
え
た『
輶

軒
今
語
評
』
に
附
載
す
る
か
た
ち
で
『
翼
教
叢
編
』
巻
四
に
所
収
。

（
15
）
注
（
７
）
所
掲
小
野
川
書
第
五
章
、
呉
仰
湘
『
通
経
致
用
一
代
師

―
―
皮
錫
瑞
生
平
和
思
想
研
究
』（
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
二
）
第
四

章
を
参
照
。

（
16
）公
都
子
の
誤
り
か
。
以
下
の「
孔
子
成『
春
秋
』」云
々
は『
孟
子
』

滕
文
公
下
篇
の
公
都
子
と
の
問
答
中
に
見
ら
れ
る
。

（
17
）「
皮
鹿
門
学
長
南
学
会
第
八
次
講
義
」（『
湘
報
』
第
三
十
五
号
、

光
緒
二
十
四
年
三
月
二
十
五
日
に
掲
載
。
原
稿
は
『
皮
錫
瑞
日
記
』

光
緒
二
十
四
年
三
月
十
六
日
条
）

（
18
）
当
時
、
皮
錫
瑞
と
葉
徳
輝
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
相
互
の
論
難
に

つ
い
て
は
、
注
（
７
）
所
掲
小
野
川
書
第
五
章
の
六
、
注
（
15
）
所

掲
呉
書
第
四
章
第
三
節
、
及
び
張
晶
萍
『
守
望
斯
文
：
葉
徳
輝
的
生

命
歴
程
和
思
想
世
界
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
）
第

二
章
第
二
節
を
参
照
。

（
19
）『
翼
教
叢
編
』
巻
四
所
収
『
輶
軒
今
語
評
』「
経
学
当
先
通
『
春
秋

公
羊
伝
』」
条
、「
四
書
宜
留
心
熟
読
」
条

（
20
）『
翼
教
叢
編
』
巻
六
所
収
「
葉
吏
部
答
皮
鹿
門
書
」
附
来
書

（
21
）『
皮
錫
瑞
日
記
』
光
緒
二
十
四
年
四
月
初
七
日
条

（
22
）呉
仰
湘『
皮
錫
瑞
的
経
学
成
就
与
経
学
思
想
』（
湖
南
大
学
出
版
社
、

二
〇
一
三
）
第
八
章

（
23
）
こ
の
こ
と
を
、
皮
錫
瑞
は
端
的
に
「
孔
子
所
定
六
経
、
皆
有
微
言

大
義
」と
述
べ
る（『
経
学
通
論
』詩
経
第
二
十
七
条「
論
先
魯
後
殷
、

新
周
故
宋
見
『
楽
緯
』、
三
頌
有
『
春
秋
』
存
三
統
之
義
」）。


